
タケちゃん、虎の穴計画（弁護士　髙木　太郎）
 

5月に初孫が生まれました。タケちゃんといいます。

予定日よりも２か月も早く生まれてきたので７月まで入院しており、コロナ禍もあってその後もしばらくは会えませんでしたが、婿殿の実
家も、我が家からそう遠くはないことから、最近は毎週のように寄ってくれます。

ただ、そうすると、その成長ぶりが次第に心配になってきたりもします。「６か月近くなるのに寝返りしないよね。」「首は座っているの
かな、グラグラしているけど。」
娘（母親）の反論は、「予定日は７月だったんだからまだ４か月！！」「脳みそが詰まっているから頭が重いのよ。」。全く科学的ではあ
りません。

私は密かに「虎の穴」計画を立て、我が家に来ているときには、遊びを装って、若干の負荷をかけ、タケちゃんを鍛えることにしました。
まだ２回ほどしか特訓していませんが、少し、顔つきが引き締まってきたような気がします。
お正月には、無事に寝返りをクリアして、ハイハイを始めているタケちゃんを見たいと思います。

（※虎の穴・・・タイガーマスクが特訓を受けた伝説のプロレス道場）

弁護士　髙木　太郎

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

心の健康も大事に（弁護士　鈴木　満）
昨年は、新型コロナウイルスに感染するのを防ぐために、ゴルフや登山、ボルダリングといった趣味、飲み会を自粛していたため、なんと
なく気持ちが沈みがちになっていた気がします。憲法２５条１項では、健康のみならず「文化的な」生活をする権利が保障されていますが、
趣味に没頭したり、他者と交流したりして、「文化的な」生活をすることの大事さを痛感しました。

気持ちが沈みがちなままではよくないと思い、自分の気持ちが前向きになれる方法はないか調べたところ、うつ病のような精神的な病気の
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患者には、脳内の神経物質であるセロトニンに作用する薬が処方されることを知り、このセロトニンを増やせばいいのではないかと思い至
りました。そして、セロトニン神経を活性化させる、セロ活というものがあることも知り、その実践を始めました。
具体的には、日光を浴びながら歩くことがいい、ということなので、自転車で通勤していたところを徒歩で通勤するようになりました。歩
くときには呼吸を意識しながら歩くのがいいそうです。

また、バナナや大豆が良いそうで、毎朝バナナを食べ、豆乳を飲むようになりました。
手洗い等を徹底して新型コロナウイルスに感染することを予防するとともに、セロ活を続けて心が弱ってしまうことも防いで、身体も心も
健康な一年にしたいと思います。

弁護士　鈴木　満

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

過労死弁護団総会（弁護士　佐渡島　啓）
昨年はコロナ禍のために、全国的な弁護士の会議などは軒並みウェブ会議システムを利用して行われていましたが、その中でも過労死弁護
団の全国総会は昨年１０月２日・３日に、さいたま新都心でリアル開催しました。

過労死弁護団の総会は３３回目、埼玉での開催は初めてでした。しかも例年とは異なり会場での感染対策や、運用開始直後のGoToトラ
ベルの対応も必要となるといったこともありましたが、鈴木（弁）、深井（事）と共に苦労して準備した甲斐あり、当日は全国から約６０
名の弁護士が集まり、各地でのリモート視聴者も約３０名加わって、有意義な討論などを行いました。
脳・心臓疾患や精神障害の労災申請数は右肩上がりで毎年増加していますが、労災として認定される割合はこの５年間でいずれも５％程度
減少してしまっていますし、労基署の担当官の数が少ないことも要因で、結論が出るまでに長期間かかっているケースもあります。医療関
係者などエッセンシャルワーカーの方々が過重労働を余儀なくされている状況が続いており、これを原因とする労災申請も今後増えると思
われます。

労働災害が発生しない世の中であるに越したことはなく、そのための活動として昨年１１月に大宮で行われた過労死等防止対策シンポジウ
ムの開催にも加わりましたが（こちらもリアル開催）、被災者が出てしまった場合の救済にもさらに尽力したいと思います。

弁護士　佐渡島　啓
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（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

シンプルイズベスト（弁護士　古城　英俊）
コロナ禍で在宅ワークがニュースになる中、多くの事件を紙のファイルで扱っていることの煩わしさを実感しました。本も新聞も紙で読む
派の私としては、裁判の記録も紙で読みたいし、紙にメモしたい。しかし、紙はかさばる上、かなりの重さになる。在宅ワークのためには、
重い荷物を自宅に持ち帰らないといけないのです。いくつものファイルを持ち帰るくらいなら、事務所に行った方がよいということになり
ますが、それでは感染のリスクが高まります。

そこで、書類のデータ化、データのクラウド保存を少しずつ始めました。さらに、複数の画面（ディスプレイとタブレット）に別の書類を
表示させることで、紙の書類のときと同様の作業環境を実現しつつあります。大量の書類もタブレット一つで参照できてメモもできます。
まだまだ慣れませんが、時代の流れに乗らなければ、と決意しました。

不思議なもので、ひとつ片付くとあらゆるものをすっきりさせたくなります。いらない物を思い切って処分したら書斎もすっきりしました。
仕事も部屋も服装も人間関係も…今年はシンプルに過ごしていきたいと思います。

弁護士　古城　英俊

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

防災グッズの準備（弁護士　鴨田　譲）
2018年大阪地震・北海道地震、2019年北九州豪雨、2020年7月豪雨など近年自然災害が昔に比べて多く発生している気がしま
す。自然災害に遭わなければそれに越したことはありませんが、万が一の時に備えて私も少しずつ準備をしています。
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いまのところ、保存水、多機能ラジオライト（ライト・ラジオ・携帯電話充電器を兼ねていて、手動での充電が可能なもの）、アルミブラ
ンケット、マスク、簡易トイレ、からだ拭きシート、ウェットティッシュ、レインコート、タオル、現金（小銭）、アイマスク、耳栓、綿
棒、筆記用具、サランラップ、紙皿、紙コップ、スプーン、フォーク、トイレットペーパー、歯ブラシ、歯磨き粉、歯磨きシート、ウォー
ターバッグ、軍手、スリッパなどは準備しました（足りていない物があったら教えて下さい。）。
しかし不思議なもので準備をしていると、「この場面に遭遇したらあれが必要ではないか？」などと色々と想定してしまい、防災グッズの
量は増え続ける一方です（そして、緊急時にこれらをすべて持ち運べるのかという疑問もあります）。

とはいえ、どんなに準備をしてもし過ぎることはないと言われていますので、今年中に完璧な防災グッズを準備したいと思っています。

弁護士　鴨田　譲

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

ＳＤＧs(エスディージーズ)（弁護士　梶山　敏雄）
 

私のような齢になると、必然的というかやむを得ないこととは思いますが、この時期には身内を初め、親しい知人・友人、恩師、依頼者の
人などの喪中のお知らせが続きます。「あの人がなぜ・・・・」と愕然とすることもあります。一方で年々大人に育っていく孫娘の姿を見
ると、考えもできなかったコロナ禍や天候不順による自然災害などに、これから長年に亘り立ち向かわなくてはならない子供達の未来はど
うなるのかなどを考えてしまいます。

ＳＤＧsは子供達の未来のためにも、貧困や飢餓、働きがい、経済成長、気候変動など、世界が抱えるさまざまな課題について、先進国と
途上国を問わず、世界が一丸となって達成すべき１７つの目標を国連サミットで策定したものです。本来は国はそうした目標に向けて知恵
を絞り出す役割を担うものだと思いますが、我が国の権力者は、森友・加計学園問題、河井元法相夫妻の犯罪、検事総長・学術会議の違法
人事介入、「桜を見る会」などの政治の私物化について「答えは差し控えます」と自己保身に汲々とし、話す時は下を向いて原稿を読むだ
け、というのが首相の仕事であるかのようなこの国の不幸を、やはり変えなくては子供達の自由な未来はないと、改めて思わされます。

弁護士　梶山　敏雄
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（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

北風の中に（弁護士　伊藤　明生）
 

ジョギング続けています。１１月には２１日続けて毎朝走ることができました。以前は歩くような速さだったので、スマホの歩数計は大半
がウォーキングのマークになっていました。しかし、最近頑張って調子の良い時にちょっと速めに走るようにしたら、半分以上がランニン
グのマークになりました。左足が弱いので、できるだけ右足に体重をかけて走ってます。左足に重心をかけると不安定になるのです。また、
走っている時、朝ドラの影響で戦後の昔の歌を口ずさんでいます。リンゴの唄（並木路子）とか寒い朝（吉永小百合）、下町の太陽（倍賞
千恵子）とか。

♪北風吹き抜く　寒い朝も
野越え山越え　来る来る朝は
いじけていないで　手に手を取って
望みに胸を　元気に張って
ああ　北風の中に　呼ぼうよ春を

自分に言い聞かせるように口ずさんでいます。メロディーも哀愁を帯びていて、心を震わせますが、歌詞も心を奮い立たせられます。寒く
なってきて、コロナの感染者数が増えていますが、負けないように頑張りたいです。

弁護士　伊藤　明生

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

https://saitamasogo.jp/archives/87669


今度生まれ変わったら（弁護士　伊須　慎一郎）
 

１１月に小学校で６年生（３クラス）に憲法の授業を担当させてもらいました。
何年か前にも小学６年生に向けて体育館で憲法の授業を担当させてもらいましたが、担任の先生からは私の授業の内容が難しかったと厳し
い意見をいただきました。
そのため、今回は、用意周到？に準備しました。文部省の「あたらしい憲法のはなし」も使いました。
戦車や戦闘機やミサイルを捨てた「戦争放棄」の壺の中から、みなさんだったら、かわりに何を作り出したいですかとたずねると「物」で
はなく、病院で頑張って働いている人のため、食べ物に困っている人のために税金を使いたいと答えてくれました。私が６年生のときには、
税金を何に使うかなど、考えたこともありませんでしたが、みんなよく考えているなあと感心しました。元気に手も挙げてくれるので、授
業の進行に困ることもなく、４５分の授業があっという間に終わってしまいました。
普段慣れないことなので、３クラスの授業だけでも、疲れてしまい、現場の先生は大変だなあと、頭の下がる思いです。
非常に楽しい時間を過ごさせていただいた小学校の先生方と６年生に感謝したいです。
今度生まれ変わったら教師もいいかもと、ちょっと考えてしまいました。

弁護士　伊須　慎一郎

 

（事務所ニュース・2021新年号掲載）

 

ソリダリティー（連帯）
「夜汽車の中（中略）、真っ暗な窓ガラスにホッペタくっつけてじっと外を見ているとね、遠く灯りがポツンポツン…あー、あんな所にも
人が暮らしているか…汽車の汽笛がボーッ、ピーッ（後略）」（寅次郎忘れな草）。

映画、文学、音楽など芸術や文化は、孤独や挫折、苦しさで出口が見えないとき、生きぬく力を支えてくれる。コロナ危機で芸術や文化活
動が大打撃を受けているが、ドイツは、芸術や文化は人間の生命維持に必要不可欠であり、新しいものを創造する勇気が危機の克服に役立
つとして、フリーランスや芸術家などへの大規模な支援を行った。韓国では、芸術家に対して雇用保険の適用を拡大する法律を制定し12
月から施行した。
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コロナ下で政権を承継した日本の首相は施政方針で「自助」を強調した。コロナの死者を25人に抑え世界的に高く評価されているニュー
ジーランドのアーダーン首相の市民へのメッセージは「Kindness」（やさしさ）。

自助は国家が言うべき言葉ではない。危機にあってはなおさらだ。芸術や文化は、やさしさを醸成し、心を紡ぎ人間が価値を共有していく
社会の基盤だ。社会を持続させる最後のチャンスかもしれない今、他者と協力し合えるという人間の最大の強みを自覚し、その力をより強
固にし発揮していくときだと思う。

弁護士　猪　股　　正

【関連情報】
・第11作 男はつらいよ 寅次郎忘れな草｜松竹映画
・2020年3月30日（月）Newsweekドイツ政府「アーティストは必要不可欠であるだけでなく、生命維持に必要なのだ」大規
模支援
・Brut  Japan【あの人の人生：ジャシンダ・アーダーンNZ首相】「私たちがニュージーランドで行っていることを、１つのコ
ンセプトに集約するなら、シンプルな言葉になります。『Kindness（やさしさ）』」
・すずき大和　忘れな草の花言葉／悲恋物語を伝える花名は世界一有名な花言葉

私のお気に入り（弁護士　月岡　朗）
私の趣味は、ランニングである。私のランニングコースは河川敷である。

走る人は、いくつかのランニングコースを持っていると聞くが、私には２つのランニングコースがある。
家を出て少し走れば河川敷がある。この河川敷を右に行くか、左に行くか。左右で２つのランニングコース。この２つのコースを１０年間
走っている。
１０年の間に引っ越したことがあるが、いつも川の近くの近場で引っ越しをしている。そのため、同じ河川敷のランニングコースを走る生
活は変わらない。この２つのランニングコースが私のお気に入りである。

河川敷を走る前は、公園や市街地などを走っていた。しかし、河川敷を走るようになってからは、公園や市街地は走らなくなった。市街地
は信号で立ち止まらなければならず、公園は同じ道を何回か走ることになるので、何か窮屈さを感じるのである。河川敷はそんなことはな
い。自由に走ることができるので、河川敷しか走らなくなった。他のランニングコースを探すこともない。２つの河川敷のコースで私には
十分である。
河川敷は止まらずに走り続けられることが一番の魅力であるが、他にも魅力がある。
晴れた日に、太陽の光が川の水面に乱反射し、樹木の葉が青々と輝くことや、川を眺めていると何か癒やされるような気がしてくることも
河川敷の魅力である。
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気になる方は、ぜひ近くの河川敷を走ってみて下さい。普段のストレスを忘れて、自由な時間を過ごせると思います。

弁護士　月岡　朗

 

 

（事務所ニュース・2020夏号掲載）

 


